
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

患者さんへ安心で信頼される医療を提供します。 

職員へやり甲斐のある仕事と豊かな生活の場を提供します。 
 

１.急性期医療に全力で取り組み、地域社会に貢献します。 

２.個人の権利を尊重し、相互信頼に基づいた患者さん中心の医療を提供します。 

３.豊かな人間性と優れた技能を有する医療人の育成に努め、活力のある病院づくりをします。

４.経営の健全化に努め、質の高い医療を地域に提供し続けます。 

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て 

信
頼
さ
れ
る
看
護
を 

提
供
し
て
ま
い
り
ま
す 
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基本 
方針 

2

0

1

7
年
3
月
1
日
付
で
看
護

部
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
倉
澤
正
子
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

私
は
2

0

0

1
年
に
入
職
し
、
荻
窪

病
院
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
急
性
期
病
院
の
看
護
職
と
し
て
歩

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
荻
窪
病
院
は
地
域

医
療
に
貢
献
す
る
急
性
期
病
院
と
し
て

チ
ー
ム
医
療
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
一
員
と
し
て
携
わ
っ
て
き
た
こ

と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。 

近
年
、
看
護
部
は
全
職
員
の
半
数
を

占
め
る
大
き
な
部
門
と
な
り
ま
し
た
。

病
院
組
織
へ
及
ぼ
す
影
響
が
大
変
大

き
い
こ
と
を
認
識
し
、
看
護
部
の
管
理

責
任
を
果
た
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
進
む
中
、
今
後
は
さ
ら
に
切
れ
目
の

な
い
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
の
強
化
が

必
要
で
す
。 

急
性
期
病
院
と
し
て
の
看
護
ケ
ア

に
と
ど
ま
ら
ず
、
患
者
様
の
意
思
決
定

を
支
援
し
、
地
域
で
の
療
養
を
見
す

え
、
退
院
後
の
生
活
を
支
え
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
看
護
師
が
必
要
と
な
り

ま
す
。 

療
養
支
援
に
対
し
て
の
積
極
的
な

取
り
組
み
が
成
果
に
つ
な
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。
今
後
は
地
域
の
中
核
病
院

と
し
て
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
認
識

し
、
さ
ら
に
信
頼
さ
れ
る
看
護
を
提
供

2 月に行われた看護部拡大会議で集合した副主任以上のスタッフ。2 日間にわたり各

部署の 2016 年度の目標管理の発表を行いました。 

 

 

倉
澤 

正
子 

― 

看
護
部
長
就
任 

ご
あ
い
さ
つ 

― 

く
ら
さ
わ 

ま
さ
こ 

看
護
部
長 

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

医
師
や
他
職
種
と
協
力
し
チ
ー
ム

医
療
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

皆
様
か
ら
荻
窪
病
院
に
来
て
よ
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

 

ご
指
導
・
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

荻窪病院は 

 

貢献します 

地域医療に 

 

←裏面で当院の看護部をご紹介しています 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

荻
窪
病
院
の
看
護
部
紹
介 

患
者
様
に
一
番
身
近
な
医
療
職
と
し
て
、
常
に
進
化
し
続
け
る
当
院
の
看
護
部
を
紹
介
し
ま
す 

初
期
臨
床
研
修
医
の 

研
究
発
表
会
を
行
い
ま
し
た 

   

当
院
は
初
期
臨
床
研
修
医
の
研
修
施

設
で
あ
り
、
２
０
１
６
年
度
は
７
名
の

研
修
医
が
指
導
医
の
元
、
診
療
を
行
い

ま
し
た
。
２
月
に
研
修
医
自
身
が
体
験

し
た
貴
重
・
難
渋
症
例
に
つ
い
て
の
発

表
会
が
行
わ
れ
、
こ
の
1
年
の
研
究
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。
発
表
に
対
し
多

く
の
先
輩
医
師
か
ら
質
問
や
サ
ゼ
ス
チ

ョ
ン
が
あ
り
、
良
き
医
療
人
を
育
て
よ

う
と
す
る
熱
気
に
満
ち
た
会
と
な
り
ま

し
た
。
当
院
で
の
初
期
臨
床
を
希
望
す

る
研
修
医
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
患
者
様
に
は
研
修
医
教
育

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

西
荻
ラ
バ
ー
ズ
フ
ェ
ス
に 

出
展
し
ま
す 

  ３
月
１９
日
（
日
）
に
桃
井
原
っ
ぱ
公
園

で
行
わ
れ
る
お
祭
り
「
西
荻
ラ
バ
ー
ズ
フ

ェ
ス
」
に
出
店
い
た
し
ま
す
。
キ
ッ
ズ
た

ち
の
「
ド
ク
タ
ー
に
変
身
コ
ー
ナ
ー
」
や

杉
並
野
菜
を
使
用
し
た
グ
ラ
タ
ン
を
ご

用
意
す
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
お
越
し
下
さ
い
ま
せ
。 

●
西
荻
ラ
バ
ー
ズ
フ
ェ
ス 

h
ttp

://n
ish
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v
e
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m
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看
護
ス
タ
ッ
フ
の
人
数 

３
月
現
在
、
当
院
に
は
常
勤･

非
常
勤
合
わ
せ
て

３１７
名
の

看
護
師
が
い
ま
す
（
う
ち
助

産
師
20
名
、
保
健
師
3
名
、

317 5 領域5 名 

看
護
部
主
導
の
チ
ー
ム 

6 チーム 

研
修
の
べ
時
間
数 

137 時間 

准
看
護
師
5
名
）
。
外
来
、
病
棟
、

手
術
室
、
各
検
査
室
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
１１
の
部
署
で

き
め
細
や
か
な
看
護
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
病
棟
に
は
多
く
の
看

護
師
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

荻
窪
病
院
の
看
護
部
と
言
え
ば

｢

認
定
看
護
師｣

と
は
特
定
の
専
門
分 人 

野
の
看
護
技
術
・
知
識
を
習
得

し
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
、
当

院
に
は
看
護
管
理
・
感
染
管

理
・
皮
膚
排
泄
ケ
ア
・
手
術
室

看
護
・
慢
性
心
不
全
の
５
領
域

５
名
の
認
定
看
護
師
が
い
ま

す
。
各
分
野
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
病
院
を
引
っ
張
っ
て
い
く

頼
も
し
い
存
在
で
す
。 

「
教
育
」
。
教
育
担
当
の

管
理
者
を
置
き
、
個
々
の

レ
ベ
ル
や
関
心
分
野
に

合
わ
せ
た
研
修
を
計
画

し
、
今
年
度
は
の
べ
１３７

時
間
を
企
画
。
患
者
様
に

常
に
真
摯
に
向
き
合
え

る
よ
う
研
鑚
を
重
ね
て

い
ま
す
。 

看
護
部
発
足
の
チ
ー
ム
が

６
つ
あ
り
、
他
の
職
種
と

協
働
し
て
自
主
的
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
血
液

科
」
「
フ
ッ
ト
ケ
ア
」
「
口

腔
ケ
ア
」
チ
ー
ム
は
当
院

認
定
看
護
師
の
人
数 

の
特
色
あ
る
医
療
を
支
え
て
い

ま
す
。
他
に
「
呼
吸
」「
糖
尿
病
」

「
認
知
症
」
チ
ー
ム
が
活
動
し
て

い
ま
す
。 

発表する研修医  

 

厳しい意視線で発表を見つめる医師たち 

 

臨床研修管理委員長の大塚医師  

 

発表会の様子 

 

荻窪病院公式フェイスブック更新中！病院ＨＰのアイコンからぜひご覧ください。 


